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序章  本研究の目的とデータ 
第 1章 本研究における理解と学習の捉え方 
第 2章 先行研究における本研究の位置付け 
第 3章 会話分析（CA）の基本概念 
第 4章 同じモノを指しているという間主観的理解の確立 
第 5章 学習の仕方と相互行為の展開 
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第 6章 間主観的理解の確立とタスク活動の進行 
第 7章 相互行為と語彙学習の関係 




































































  平成 31年 3月 18日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員
全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
